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■
タ
ク
シ
ー
事
業
者
燃
料
費

高
騰
緊
急
対
策
事
業 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油

高
騰
対
策
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー

事
業
者
に
対
し
、
燃
料
費
高
騰

分
の
２
分
の
１
を
支
援
。
６
ヵ

月
間
。 

■
飼
料
高
騰
緊
急
支
援
事
業 

 

コ
ロ
ナ
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
急
速
な
円
安

な
ど
に
よ
る
畜
産
飼
料
価
格

の
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い

る
畜
産
農
家
に
対
し
、
緊
急
支

援
。
対
象
は
繁
殖
牛
、
肥
育
牛
、

搾
乳
牛
、
採
卵
鶏
を
飼
養
し
て

い
る
農
家
。 

■
子
ど
も
の
生
活
・
学
習
支
援

事
業 

 

子
ど
も
の
居
場
所
を
確
保

し
、
子
ど
も
食
堂
の
安
定
的
な

運
営
を
支
援
す
る
た
め
、
運
営

費
等
の
助
成
を
拡
充
。 

○
運
営
費
助
成･

･
･

上
限
額
を

１
月
に
つ
き
５
千
円
か
ら
、
１

回
に
つ
き
５
千
円
に
。
対
象
経

費
の
２
分
の
１
助
成
か
ら
、
全

額
助
成
に
そ
れ
ぞ
れ
拡
充
。 

○
新
規
開
設
・
事
業
拡
充
助

成･
･
･

新
規
開
設
に
５
０
万

円
、
事
業
拡
充
に
２
０
万
円
の

補
助
。（「
ご
と
う
由
美
の
市
議

会
報
告
」
よ
り
） 

 

江
津
市
内
に
は
「
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
」
が
２
施
設
あ
り
ま

す
。
江
津
市
で
は
、
こ
れ
を
一

つ
に
集
約
す
る
計
画
を
検
討

し
て
い
ま
す
。 

 

江
津
市
が
設
置
し
て
い
る

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
後
地
町

の
江
津
市
乾
燥
調
製
施
設
と

桜
江
町
市
山
の
桜
江
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
の
二
つ
で
す
。 

 

市
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
老
朽

化
の
た
め
、
年
間
の
修
繕
費
が

２
ヵ
所
あ
わ
せ
て
３
０
０
万

円
程
度
か
か
る
ほ
か
、
雨
漏
り

し
て
い
た
り
、
保
守
の
た
め
の

部
品
調
達
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

計
画
案
で
は
、
後
地
町
の
江

津
市
乾
燥
調
製
施
設
へ
機
能

を
集
約
し
つ
つ
、
施
設
そ
の
も

の
も
新
た
に
建
て
替
え
、
現
在

は
桜
江
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に

し
か
な
い
色
彩
選
別
機
も
新

た
に
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
状
で
は
手
作
業

で
行
っ
て
い
る
施
設
内
で
の

生
籾
・
玄
米
の
移
動
も
、
機
械

化
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

市
は
こ
の
整
備
費
用
を
概
算

で
５
～
６
億
円
と
し
て
い
ま

す
。（「
ご
う
つ
民
報
」
よ
り
） 

年
金
生
活
者
に
と
っ
て
、
明

日
の
生
活
が
不
安
。 

●
今
の
政
治
は
社
会
の
弱
者

ば
か
り
が
困
る
政
治
。
医
療

費
が
２
倍
に
な
り
、
病
院
に

行
き
に
く
く
な
っ
た
。
年
金

を
下
げ
る
こ
と
を
決
め
た
政

治
家
は
許
し
ま
せ
ん
。 

「
原
発
問
題
」
に
つ
い
て 

●
原
発
を
動
か
す
政
治
家
は

福
島
の
過
酷
事
故
を
忘
れ
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ

の
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

ほ
し
い
。 

●
原
発
稼
働
は
問
題
外
。
市

長
、
知
事
が
同
意
し
た
の
は

市
民
へ
の
裏
切
り
で
す
。
安

全
に
避
難
で
き
る
場
所
な
ど

な
い
。
県
外
へ
の
移
動
な
ど

無
理
で
す
。 

「
旧
統
一
協
会
」
に
つ
い
て 

●
全
議
員
が
旧
統
一
協
会
と

の
関
係
を
公
表
す
る
べ
き
。

細
田
衆
議
院
議
長
を
は
じ
め

旧
統
一
協
会
と
か
か
わ
り
の

あ
る
県
議
は
自
ら
説
明
責
任

を
果
た
せ
。 

●
旧
統
一
協
会
で
不
幸
に
な

っ
た
人
た
ち
、
２
世
た
ち
を

県
庁
や
市
役
所
な
ど
自
治

体
に
勤
め
る
会
計
年
度
任
用

職
員
（
２
０
２
０
年
度
か
ら

導
入
）
の
処
遇
に
つ
い
て
自

治
労
連
島
根
県
事
務
所
が
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
６
割
近
く
が
年
収

２
０
０
万
円
未
満
の
「
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
」
の
状
態
に
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

調
査
は
自
治
労
連
が
初
め

て
実
施
し
、
県
庁
の
他
、
松

江
市
、
雲
南
市
、
美
郷
町
、

津
和
野
町
、
隠
岐
の
島
町
の

各
役
場
に
計
１
５
０
０
通
の

調
査
用
紙
を
配
布
し
２
０
６

人
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。 

２
１
年
の
年
収
は
１
５
０

～
２
０
０
万
円
未
満
を
中
心

に
２
０
０
万
円
未
満
が
５

６
・
７
％
で
最
も
多
く
、
次

い
で
２
０
０
～
２
５
０
万
円

未
満
が
３
０
％
、
２
５
０
～

３
０
０
万
円
未
満
が
５
・

６
％
な
ど
。 

勤
続
年
数
の
内
訳
は
５
年

未
満
が
４
５
・
２
％
、
５
年

以
上
１
０
年
未
満
が
２
６
・

７
％
、
１
０
年
以
上
１
５
年

未
満
が
１
２
・
１
％
、
１
５

年
以
上
が
１
４
・
１
％
。 

仕
事
の
内
容
に
関
す
る
質

問
で
は
５
１
・
５
％
が
「
正

規
職
員
を
補
助
す
る
仕
事
」

だ
っ
た
半
面
、「
正
規
職
員
と

ほ
ぼ
同
じ
仕
事
」「
正
規
職
員

の
指
示
を
受
け
な
い
専
門
的

な
仕
事
」
も
計
４
１
・
７
％

に
上
り
ま
し
た
。 

県
事
務
所
は
１
日
に
県
庁

で
記
者
会
見
を
開
き
、「
多
く

が
『
臨
時
の
業
務
』
と
は
言

い
が
た
い
業
務
に
従
事
し
て

い
る
」
な
ど
と
分
析
。
石
田

忍
所
長
は
「
毎
年
給
料
が
上

が
り
、
や
り
が
い
が
持
て
る

職
場
に
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
語
り
ま
し
た
。 

 

９
月
に
訪
ね
た
徳
島
民

商
で
「
徳
島
市
議
会
が
採
択

し
て
県
下
全
議
会
に
な
っ

た
の
よ
」
と
弾
ん
だ
声
を
き

き
ま
し
た
。
女
性
差
別
撤
廃

条
約
の
選
択
議
定
書
批
准

の
意
見
書
の
こ
と
で
す
。 

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社

会
を
！
」
と
盛
り
上
が
っ
た

１
０
月
の
日
本
母
親
大
会

で
は
、
意
見
書
が
高
知
・
島

根
・
徳
島
な
ど
９
府
県
議
会

は
じ
め
１
６
４
議
会
に
上

り
、
徳
島
や
大
阪
の
よ
う
に

「
全
市
町
村
議
会
で
採
択
」

や
「
自
民
党
提
案
で
全
会
一

致
」
な
ど
運
動
の
発
展
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

人
権
侵
害
を
受
け
た
個

人
が
国
連
委
員
会
の
審
査

を
求
め
る
「
個
人
通
報
制

度
」
を
定
め
た
選
択
議
定
書

は
、
す
で
に
１
１
５
ヵ
国
が

参
加
す
る
世
界
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
。 

そ
れ
で
１
日
、
葉
梨
法
務

大
臣
に
「
こ
う
し
た
生
き
生

き
し
た
運
動
が
人
権
を
全

う
な
ら
し
め
る
社
会
へ
の

原
動
力
な
ん
だ
と
、
わ
く
わ

く
す
る
よ
う
な
思
い
だ
が
、

ど
う
か
」
と
聞
い
た
の
で

す
。 

 

大
臣
は
「
私
も
真
摯
に
受

け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
」
「
非
常
に

注
目
す
べ
き
制
度
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
言
い
な
が

ら
、
「
批
准
こ
そ
国
際
社
会

に
大
歓
迎
さ
れ
る
道
で
は

な
い
か
」
と
聞
く
と
、
「
ま

だ
そ
の
段
階
で
は
な
い
」
と

苦
し
い
答
弁
。 

 

そ
し
て
と
う
と
う
、
日
本

へ
の
「
人
権
保
護
に
お
け
る

司
法
の
基
本
的
役
割
は
国

際
的
な
審
査
を
受
け
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
強
化
さ

れ
る
」
と
い
う
国
連
委
員
会

の
指
摘
を
ど
う
考
え
る
か

と
い
う
私
の
質
問
に
「
コ
メ

ン
ト
す
る
こ
と
は
控
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
」
と
答
弁
を

避
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

よ
ほ
ど
国
際
人
権
水
準

に
照
ら
し
た
議
論
が
イ
ヤ

な
の
か
。
ま
る
で
人
権
鎖
国

で
す
。 

 

も
っ
と
わ
く
わ
く
、
生
き

生
き
し
た
日
本
へ
。
頑
張
り

ど
こ
ろ
で
す
ね
。 

（
１
１
月
５
日
記
） 

 

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、

県
政
や
国
政
に
対
す
る
住
民

の
声
を
直
接
お
聞
き
す
る
た

め
、
現
在
、「
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
間
、
松
江
・
出
雲
市

内
の
各
戸
に
配
布
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
が
、
続
々
と
返
送
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。 

ギ
ッ
シ
リ
と
書
か
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
記
述
部
分
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
写
真
） 

「
く
ら
し
」
に
つ
い
て 

●
コ
ロ
ナ
、
円
安
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
な
ど
に
よ
り
物
価

が
急
騰
し
、
本
当
に
苦
し
い
。

参院法務委員会で質問

する仁比氏（１１月１日） 

１１月２０日（日） １３：３０～１６：５０ 
島根県民会館大会議室 参加費無料  

■基調講演  講師：関耕平さん（島根大学教授） 

■分野ごとの報告と質疑 

 ○地域医療○高齢者福祉○教育と子育て○地域経済と中小企業 

 ○島根原発○再エネと省エネ 

主催：しまねの未来と県政を考えるつどい実行委員会 

救
っ
て
あ

げ
て
ほ
し

い
。
人
を
不

幸
に
す
る

も
の
は
、
宗

教
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

早
急
に
解

散
さ
せ
て

ほ
し
い
。 


